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からは ｢資料提供J(平成 14年度から ｢施設利用｣と
名称を変更)を,また平成6年度からは｢所外供給｣(平
























































課題推進者 :平井啓久.正副 吉男.渡連邦丸 田中洋
之,高井正成
マカクならびにテナガザルをはじめとするアジア
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6件 (8名) 6件 (8名)自由研究
36件 (59名) 32件 (55名)施設利用 ユl 27 1
















ISA 値+ sD 値は 1.7+0.591であった.C-ELISA測
定では,91検体のうち6例 (6.6%)が200倍以上の抗体価を
示した.IgM抗体が25Jl,IgG抗体が1例,I
gA抗体が l例,IgM及びIgG抗体が2例に認められた.こ
のうち4例は1989-1999年採取検体,2例は2004年採取
検体であった.WB分析により,C･ELISAで200倍以上
の血清検体は,IgM抗体400倍.IgG抗体800倍の反応性を示す多バンド形成の検体であること
が判明した`以上の成績は,今回研究対象にしたニホンザルが血清疫学的
にEncephaL'tozoon非流行のコロニーからの群であったことを示す一九 Encephalitozoon
感染初期あるいは自然免疫の個体が本群に存在
していたことを示唆するものと思われた.1-2霊長類における
心理的幸福の評価と長期モニタリング法の開発
森村成鹿 (林原生
物化学研究所 ･類人猿研究ヤンクー)
･飼育下霊長類では心身両面の健康に配慮する必要
があ争.物理的 ･社会的環境は個体の行動に大きく影
響し,劣悪な環境では心理的幸福が損なわれて常同行
動や自傷行為などの行動異常が生じる.心理的幸福の
評価法の確立を目的とし,本研究ではニホンザルのケージ単独飼育3個体と屋外集団飼育 19個体を対象に.
環境に強く影響される行動を調べた.屋外個体では環
境エンリッチメントとしてタワー設置前後で行動を比較し,3次元空間
